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臨床研究の実施に関する情報公開 

 

当院では、静岡県立総合病院臨床研究倫理委員会にて審査を受けたうえで、院長の許可を得て下

記の臨床研究を実施します。関係各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

患者さん又は患者さんの代理の方が、この研究のために試料・情報が使用されることにご了承い

ただけない場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

研究課題名 
超音波内視鏡下胆道ドレナージにおける手技関連合併症とトラブル

シューティング 

対象者 

2016年 4月から 2027年 12月までに、当院で超音波内視鏡下胆道ド

レナージ(endoscopic ultrasound-guided biliary drainage：EUS-BD)

を施行した連続症例を対象とする。 

研究期間 研究機関の長の実施許可日 ～ 2028年 3月 

試料・情報の利用又は提

供を開始する予定日 
2026年 2月 20日 

当該研究の目的 

近年、超音波内視鏡下胆道ドレナージ（EUS-BD）は、通常の内視

鏡治療（ERCP）が困難な場合に行われる有効な治療法として広く用

いられています。一方で、EUS-BD は高度な技術を要する治療であ

り、手技中および手技後に合併症が生じることがあります。 

本研究では、当院で行われた EUS-BD 症例を後方視的に解析し、

偶発症の内容やその対処方法を検討することで、より安全で再現性の

高い治療につなげることを目的としています。 

利用する試料・情報の

項目 

＜情報＞以下の情報を診療録より収集します。 

① 患者背景（年齢、性別、原疾患） 

② 血液検査データ(WBC, CRP, T.Bil, AST/ALT, ALP/GGT, Amy, 

CEA/CA19-9) 

③ 画像検査結果(CT、MRI、PET-CT、EUS) 

④ EUS-BD手技内容 

⑤ 合併症 など 

研究責任者 静岡県立総合病院 肝胆膵内科 川口真矢 

問い合せ先 

他の研究対象者等の個人情報及び知的財産の保護等に支障がない

範囲内に限り、本研究の計画や関連資料を閲覧することが可能です。 

この研究に関するお問い合わせ、ご意見等ございましたら下記へご連

絡ください。 

 

静岡県立総合病院 肝胆膵内科 川口真矢 

電話番号：054-247-6111（代表） 

 


